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今治東中等教育学校 

 学校番号 45    
 

教育方針 ６年間の学校生活の中で個性を伸ばす 重点目標 新しい教育への挑戦―個性を伸ばすための教育課程の研究― 
      

領域 評価項目 具体的目標 評価 目標の達成状況 次年度の改善方策 

 
確
か
な
学
力
を
育
て
る
教
育
の
推
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学習習慣の確立と基礎

学力の定着 

クラウドサービスを活用して自学自習の習慣化を図る
といったＩＣＴの長所を生かした工夫等により、基礎期
(1･2 年)90 分以上、充実期(3･4 年)120 分以上、発展期
(5･6年)180分以上の学習時間確保者 60％以上を目指し
ます。 
Ａ：60％以上  Ｂ：59％～55％ Ｃ：54％～50％  
Ｄ：49％～45％ Ｅ：45％未満 

Ｃ 

学習時間確保のため、今年度もスタディ
サプリを取り入れてみた。利用方法が徹
底していなかったためなのか、あまり学
習時間の確保ができていなかった。動画
の内容は非常に良い。 

後期生３学年での Classi の学習トレーニン
グとスタディサプリの動画の活用方法をそれ
ぞれ生徒に意識させる。教員の活用方法の講
習会を開き、生徒が十分利用できるようにし
ていきたい。 

分かる授業を心掛け、週末課題を工夫することにより、
全国学力・学習状況調査（３年生）での正答率 70％以上
を目指します。 
Ａ：70％以上  Ｂ：69％～65％ Ｃ：64％～60％  
Ｄ：59％～50％ Ｅ：50％未満 

Ｄ 

正答率は国語が 53％、数学が 47％で、県
平均と比較すると、国語がマイナス３％、
数学がマイナス５％となっている。昨年
度は国語がマイナス１％、数学が＋１％
だったので、改善の必要がある。 

設問別に細かく分析し、生徒の習熟度に合わ
せた授業内容と課題の分量や内容をさらに検
討していく。個々の生徒の理解度を把握して、
個別指導の充実を図る。 

進路指導の充実と進路

目標の実現 

過去の進路情報を十分に活用し、進学、就職ともに進路
実現率 100％を目指します。 
Ａ：100％    Ｂ：99％～97％ Ｃ：96％～95％  
Ｄ：94％～93％ Ｅ：93％未満 

Ａ 

後期生、各学年の Teams に、来校した大
学・短大・専門学校の情報を PDF 化し、週
１回以上掲載するようにした。年内進路
決定者は、84.8％と昨年度よりさらに多
くなった。 

各学年の Teams に、来校した大学・短大・専
門学校、また企業の情報を PDF 化し、週１回
以上掲載することを継続する。生徒の利用頻
度を上げ、進路実現に生かしたい。 

早期から個別指導を充実させ、国公立大学合格者数 25
名以上を目指します。 
Ａ：25人以上  Ｂ：24人～20人 Ｃ：19人～15人  
Ｄ：14人～10人 Ｅ： 9人以下 

Ｄ 

総合・推薦を希望する生徒への個別指導
は、部活動との調整が必要で、早期から始
めたが、時間の確保が十分できなかった。
国公立大学合格者 10名と、昨年より減少
した。※３月７日現在 

前期３年生に学力テストを実施し、進級前の
中学校内容の定着を図ると共に各学年の学力
中間層を意識した対策を行い、最後まで国公
立大学を狙わせたい。 

朝読書を有効に活用し、図書の貸出冊数を増やし、年間
読書冊数、一人平均 10冊以上を目指します。 
Ａ：10冊以上  Ｂ：9冊～8冊 Ｃ：7冊～6冊   
Ｄ：5冊～4冊 Ｅ：3冊以下 

Ａ 

一人当たりの読書冊数は 10.9冊で昨年
より３冊程度減少しているが目標は達成
している。図書館の貸出冊数は 1.38冊
で、前期生の貸し出し数が後期生の約３
倍である。 

前期生は貸出冊数が多いので後期生になって
も読書をする姿勢を失わないようにしてほし
い。後期生になると読書する時間がなかなか
取れない現状がある。 
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部活動の充実と豊かな

心の育成 

県高文祭に出場する生徒 45名以上を目指します。 
Ａ：45人以上  Ｂ：44人～40人 Ｃ：39人～35人  
Ｄ：34人～30人 Ｅ：29人以下 

Ａ 

県高文祭にエントリーした生徒数は、 
49 人と目標を上回った。受賞する生徒・
団体が出てくるよう、活動を充実させる
手だてを考えたい。 

県高文祭と、本校の修学旅行や期末考査の時
期が重なっていることに対して、実施時期の
変更を含め、活動がしやすい環境を作りたい。 

四国選手権に出場する生徒後期課程７部門以上、県総体
に出場する生徒前期課程５部門以上を目指します。 
Ａ：後期 7部門以上 前期 5部門以上  
Ｂ：前後期合計 目標-2部門まで  
Ｃ：前後期合計 目標-4部門まで  
Ｄ：前後期合計 目標-6部門まで  
Ｅ：前後期合計 目標-7部門以下 

Ａ 

前期四国（ハンドボール・サッカー・軟式
野球）後期四国（ハンドボール、なぎなた
団体、演技、個人・アーチェリー男女団体、
男女個人・水泳・少林寺・女子ソフトテニ
スダブルス 
前期県総体 7 部門 

中等教育学校の特性を生かして、今後もより
上位の大会を目指したい。特に前期のサッカ
ーが全国大会に出場できるよう、その力を育
成していきたい。部活動の充実は豊かな心の
育成につながることから、前年度の成績を上
回ることができるよう取り組んでまいりた
い。 
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部活動の充実と豊かな
心の育成 

全国大会に出場する生徒、前期課程３部門以上、後期課
程５部門以上を目指します。 
Ａ：前期 3部門以上 後期 5部門以上  
Ｂ：前後期合計 目標-1部門まで  
Ｃ：前後期合計 目標-2部門まで  
Ｄ：前後期合計 目標-3部門まで  
Ｅ：前後期合計 目標-4部門以下 

Ａ 

前期全国(ハンドボール・なぎなた・アー
チェリー) 後期全国(ハンドボール・なぎ
なた団体、演技、個人・水泳･アーチェリ
ー男子団体、男女個人) 

四国大会・全国大会へ出場する部が固定化さ
れているが、他の部活動も結果が出てきつつ
あるので、多くの部門で出場するだけでなく
上位を狙える力を付けていきたい。 
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特別活動の充実と連帯
感・自己有用感の育成 

運動会・青藍祭（文化祭）など、学校行事に積極的に参
加し、楽しめる生徒 100％を目指します。 
Ａ：100％    Ｂ：99％～90％ Ｃ：89％～80％  
Ｄ：79％～75％ Ｅ：75％未満 

Ａ 
生徒対象の学校評価アンケートの結果で
は、前期生は運動会 99%、文化祭 98%，後
期生は、両方 92%の結果であった。 

例年、後期生に比べ前期生の方が評価の結果
が高くなっている。学校行事の主体となる後
期生の取組をアンケート結果を通じて見直し
ていきたい。 

基本的生活習慣の確立 

自身による健康管理とともに、学校生活への目的意識の
向上を図り、年間 30 日以上欠席の長期欠席者の改善を
目指します。また、生活習慣の乱れによる遅刻などをな
くしていきます。 Ｄ 

インフルエンザやマイコプラズマ肺炎な
どの感染症に加え、咳を伴う風邪症状が
１年を通して流行し続けていた。皆勤率
は昨年度並みに低い結果となる見込み。 
※まだ年度末の集計処理が出ていないた
め、2学期末段階での昨年度との比較 

各クラス、学年において、バランスの良い食
事、睡眠時間の確保など、基本的な生活習慣
を確立させ、感染症や風邪等に対する抵抗力
をつけさせる。また、新型コロナもまだ完全
には収束していないので、感染症対策にも力
を入れる。 

望ましい集団作りの推
進 

いじめの早期発見・早期解決を図り、いじめ問題未解決
ゼロを目指します。 

Ｃ 

アンケートから 1、2 学期に 24 件のいじ
め事案が認知された。担任、学年主任など
の早期対応により解決しているものが大
半である。被害者・加害者の主張が食い違
うために起こっている継続案件について
は、管理職の指導の下、保護者や本人に寄
り添った対応を行い、解決に向けて対応
を進めている。 

いじめの早期発見・早期対応及び組織的対応
を次年度も行っていく。そのために、学習活
動のみならず、学校全体の教育活動において、
日々の生徒観察を行い、声を上げにくい生徒
等への声掛けも積極的に行い、誰もが安心し
て楽しく学校生活が送れるように努めていき
たいと考えている。 
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地域貢献できる人材の
育成 

各種英語検定に積極的に取り組ませ、実用英語検定合格
者数、前期課程では３級 30 名以上、後期課程では２級
20名以上を目指します。 
Ａ：前期 30名以上 後期 20名以上 
Ｂ：前後期合計 目標 -5名まで 
Ｃ：前後期合計 目標-15名まで 
Ｄ：前後期合計 目標-20名まで 
Ｅ：前後期合計 目標-21名以下 

Ｅ 

実用英語技能検定において、前期課程で
は３級 16名、準２級５名が合格した。
後期課程では２級に４名が合格した。 

受験者数は、昨年度 161名、今年度 117名と、
44名減った。受験料高騰のために受験に慎重
になっていること、また、検定に対する意欲
や関心が下がっていることが考えられる。今
後は、進路実現に向けて資格取得が大切であ
るとともに、基礎学力の定着を図るためにも
検定に向けた学習が必要であることを生徒に
訴え、英検取得者の増加を図っていきたい。 

漢字検定に積極的に取り組ませ、漢字検定合格者数を前
期課程では３級で受験者の 80％以上、後期課程では２
級で受験者の 80％以上を目指します。 
Ａ：前期 80％以上 後期 80％以上 
Ｂ：前後期平均 目標  -5％まで 
Ｃ：前後期平均 目標 -10％まで 
Ｄ：前後期平均 目標 -15％まで 
Ｅ：前後期平均 目標 -15％未満 

Ｅ 

３級を受験した生徒（前期課程）の合格率
は、60％、２級を受験した生徒（後期課程）
の合格率は 35％だった。しかし、第２、
３回の合格率が格段に上がっており、対
策等をしっかりした成果が現れた。 

後期課程の２級合格率が低い。上位級受験者
に対する支援をしっかり行っていきたい。ま
た、日常の漢字テストで高得点を維持してい
る生徒も多いので、そのような生徒に漢字検
定を勧めるなど受験者を増やす取組も行いた
い。  

地域貢献できる人材の
育成 

国際理解セミナー、スピーチコンテスト、英語セミナー、
などの英語イベントに参加した生徒の満足度 100％を目
指します。 
Ａ：100％    Ｂ：99％～90％ Ｃ：89％～80％  
Ｄ：79％～75％ Ｅ：75％未満 

Ｂ 

英語セミナー参加者 18 名のうち 17 名の
生徒が満足したと答え、国際理解セミナ
ーでは 30名全員が満足と答えている。ス
ピーチコンテスト参加者は全てよい経験
をし、参加して良かったと答えている。 

参加して楽しかった、もっと英語を勉強した
い、話せるようになりたいという意見が多か
った。今後もこれらの行事が、生徒の英語学
習に対するモチベーションを高めるものにな
るよう、工夫を重ねていきたい。 

業
務
改
善 

適切な勤務時間の奨励 

行事・会議等の精選、業務の効率化、過重労働の防止な
ど、働き方改革を進めます。 Ｂ 

教職員対象の学校評価で、働き方改革に
資する取組の項目で前年度より 10%以上
評価が高かった。 

働き方改革=時短と捉えるのではなく、教員の
教育活動に関わるモチベーションをより高め
られるように、教職員との対話を進めながら、
働き方改革をすすめていきたい。 

職場環境の整備 

衛生委員会や健康相談、管理職面談等を通じ、教職員の
疲労や心理的負担を把握し、軽減を図ります。 

Ｂ 
管理職面談を増やし、教職員厚生室との
連携等を推進した。また、衛生委員会にお
いて、情報共有が有効活用できている。 

日頃から、話しやすく、相談しやすい環境づ
くりを促進していきたい。また、報連相の徹
底を図り、迅速に働きかけができる体制を整
えていきたい。 

※ 評価は５段階（Ａ：十分な成果があった Ｂ：かなりの成果があった Ｃ：一応の成果があった Ｄ：あまり成果がなかった Ｅ：成果がなかった）とする。 


